
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Network 
newsletter 

特定非営利活動法人 こまき市民活動ネットワーク情報誌 

t 新しい一歩への道しるべ 

  「まちを育む 市民と行政の協働ルールブック（実務編）」活用に向けて ・・・ｐ２ 

t 報告：ＮＰＯ講座「こうすれば伝わる！シンプルプレゼンのススメ」   ・・・ｐ３    

：セミナー 「活動する仲間を集めるコツ」＆ＮＰＯ相談会      ・・・ｐ３ 

t 会員紹介：三警電子株式会社                              ・・・ｐ４ 

：米野・スパローズＳＣ                      ・・・ｐ４ 

t イベントのご案内                            ・・・ｐ5 

t ネットワークＨＯＴニュース                       ・・・ｐ6 

t インフォメーション                            ・・・ｐ6 

 

No.14 
 

2011.2 



 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新しい一歩への道しるべ 

 「まちを育む市民と行政の 

 協働ルールブック（実務編）」活用に向けて 

            

ネットワークニューズレター ｖｏｌ.1４ 

２月２４日（木）市役所南庁舎５階大会議室において、「まちを育む 市民と行政の協働ルールブ

ック（元気なまち育て・実務編）」の完成報告を兼ねた協働啓発セミナーを開催しました（こまき

市民活動ネットワーク主催）。 

同ルールブックは、平成１９年度に市民と行政職員が議論を重ねて 

策定した「まちを育む 市民と行政の協働ルールブック（はじめの一歩・ 

理念編）」に続くもので、協働を進める際に、具体的に何をどのような 

手順で行うかの実務ルールを取り決めたものです。 

 策定委員会（理念編）で委員長を務めた秦野利基氏から今回のセミ 

ナーの趣旨説明がなされたあと、実務編の委員長・肥田野良政氏の協 

働ルールブックの内容説明にと移り、協働のあり方が実例を交えなが 

ら、分かりやすく語られました。 

 続いて、ＮＰＯ法人ボランタリーネイバーズ理事の三島知斗世氏から「協働で元気なまちを育て

ていくために」と題した先進事例の紹介がありました。冒頭で「小牧のように、市民と行政職員が

最初から話し合いを重ね、共通認識の下でルールブックを作り上げるケースは珍しく、素晴らしい   

                     ことだ」と、ルールブックの完成をまず、ねぎらい、 

                     これを機に協働に前向きに取り組んでほしいと呼   

                     びかけがありました。 

                      後半は、コーディネーターに武長脩行氏（椙山女 

                     学園大学教授）、パネラーに協働ルールブック策定 

                     委員会メンバーを迎え、パネルディスカッションを

                     行いました。パネラーの安藤誠氏（企画部人事課） 

                     は「この協働ルールブックを作成することが、まさ

                     に協働でした」とルールブック完成までの苦労を振

                     り返り、近藤静枝氏（M-cPlace 代表）は「市には

ぜひとも市民団体が育っていける形での援助をお願いしま 

す」と提案するなどが、最後は武長氏が「まず一緒にやっ 

てみよう！という思いで協働に取り組んでいただきたい」 

と結びました。     

 この日は、犬山、春日井、知多市、大口町など県内７市 

３町からも協働担当職員や NPO 団体関係者らの参加があ 

り、県内各市町に広がる協働への関心がうかがえました。 

 

実務編作成の中での苦労や感想を話すパネ

ラーのみなさん。 

協働ルールブックを手に、熱心に説明を聞く参加のみ

なさん。 

 

 

 

 

 

聞き入る参加のみなさん。 

協働ルールブックの説明をす

る、肥田野策定委員長。 

つまり協働するってこういうことなんです 
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セミナー「活動する仲間を集めるコツ」＆ＮＰＯ相談会 

2 月 11 日（祝）、市公民館学習室４の４においてセミナー 

「活動する仲間を集めるコツ」を開催し、２０名が参加しまし 

た。講師は東海３県をエリアに月刊ボランティア情報誌「ボ 

ラみみ」（発行部数 1万部）を発行するＮＰＯ法人ボラみみ 

より情報局（名古屋市中村区）代表の織田元樹氏。現在同 

誌は企画・編集から配布までの作業全てを、約３００名のボ 

ランティアスタッフが支えているそうで、セミナーでは、そ 

うした経験をもとに、仲間を集める手法、やりがいをもっ 

て活動に参加してもらうための取り組みなど、仲間を受け 

入れる側に立っての仕組みづくりなどを手解きしました。 

なお、午前中には市民活動センターの会議スペースで、織田氏をアドバイザーに迎え「ＮＰＯ相談会」

も開催しました。これは、市民活動を進める中で生じるさまざまな悩みや問題の解決にアドバイスを受

けるもので、法人格取得や会の運営方法など、2団体の個別相談を受けました。 

 

ネットワークニューズレター ｖｏｌ.１４ 

ＮＰＯ講座～プレゼンテーション編～伝えるコツを身につけよう！ 

「こうすれば伝わる！シンプルプレゼンのススメ」 

 １月２９日（土）市公民館４階視聴覚室でＮＰＯ講座「シンプルプレゼンのススメ」を開催しました。 

これは、助成金申請の審査などにおけるプレゼンの際に、どのように伝えるべきかを具体的に学ぶ 

もので２７名が受講しました。 

前半は、こまき市民活動ネットワーク副代表理事の 

秦野利基氏による講義形式で、プレゼンの構成から 

発表にいたるまでの押さえるべきポイントと聞き手の 

心に届くプレゼンのあり方を分かりやすく解説しました。 

 後半は、名古屋で人材派遣のコンサルティング会社 

を営む松田智和氏の指導で実技に挑戦。それぞれが 

テーマを決め、与えられた画用紙 3枚に伝えたい内容 

をまとめる作業に取り組み、2名の方が発表しました。 

 

 

参加者からは「プレゼンで何を伝えなけ

ればいけないのかがよく分かった」「準備

をしっかりして臨むことの大切さを学ん

だ」「想いをシンプルにまとめて伝える難

しさを再認識した」などの感想が寄せられ

ました。 

 

  

「組織は人間関係」と織田氏。よりよい関係を築く

ために日頃から心がけるポイントも学びました。 

松田氏のアドバイスを受けながら、伝えたいテーマ

をまとめる作業に取り組む受講のみなさん。 

実技の場面で、口腔ケアの大切さを伝えた、「こまき歯っ磨るテイ

スターズ」代表の三宅やよいさん（左）と、ＤＶ被害者の支援を訴え

る太田垣隆さんが、模擬プレゼンに臨みました。 
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 ヒカリ・デジタル電話設備、太陽光発電設備、防犯設備、 

ＬＡＮ工事の設計、販売施工、保守管理を業としている三警 

電子株式会社です。所在地は小牧警察署前の１５５線西之島 

交差点東５０Ｍ（手前）北側、愛知銀行西支店の東です。 

 ところで、太陽光発電設備は、太陽の照る場所なら設置場 

所に制限はなく、世界中どこでも誰でも設置できる大衆性の 

ある設備であり、偉大なる太陽エネルギーの恵みを「ただ」 

でいただける設備です。エコ生活が何かと話題となる今日、 

この地球にやさしい無尽蔵のエネルギーを利用しない法はないと思います。当社も、太陽光発電設備

を設置していますから、何時でも現物を見ながらご説明できますので、お気軽にご相談くださいます

ようお待ち申し上げています。  

 一方、テレビのスイッチを入れると、新聞を開くと、毎日必ずと言ってよいほど殺傷事件が報じら

れている物騒な今日の日本です。日本は安全だと言われていますが、それは外国の犯罪が多すぎるの

で、比較して日本は安全と言っているに過ぎず、現実は殺傷を伴う凶悪犯罪が多発しています。自分

の身は自分で守るより方法がありません。防犯カメラの映像分析によって、凶悪犯罪犯人が次々と逮

捕されています。ぜひカメラ付防犯設備の導入をお勧めいたします。 

                          三警電子株式会社 代表取締役 千味忠利 

三警電子株式会社 

米野・スパローズＳＣ 



 私たちのクラブは、米野小学校区スポーツ振興会の中で活動している総合型地域スポーツクラブで

す。米野小学校の体育館をお借りして、月３回２時間程度開催しております。種目は、卓球・ディス

クドッチ・大縄跳び・キンボール等、ニュースポーツが中心です。また、カローリングも楽しんでい

ます。中学生は卓球に一生懸命。小学生は好きなスポーツやゲームを楽しんでいます。運動の苦手な

子も自然に輪の中に入ってきて楽しくプレーし、１年もすれば技術も上達してきます。最後の３０分

間は全員でディスクドッチをして終わります。さまざまな年齢の子どもたちが一緒に活動することで、

自然に優しさ、いたわりの心が身に付いていきます。 

年間行事としては、校区住民を対象とした交流大会を開催。こ 

の大会は幼児から高齢者まで無料で参加できます。 

１０月の市民まつりでは小牧山の「げんき村」でスポーツ輪投 

げやシャボン玉体験のブースを出店しています。パフォーマンス 

にも参加し、キンボールを転がして遊んでもらっています。 

スポーツの苦手な子どもたちに体を動かす楽しさを広めていく 

ことが、私たちのスポーツクラブの使命だと考えております。 

       米野・スパローズＳＣ クラブ部長 岩瀬勝美 

小学生と中学生が仲良く参加する、米野・

スパローズＳＣのメンバー。 

ネットワークニューズレター ｖｏｌ.１４ 

夜間でも赤外線監視カメラだと、こんなに

クッキリ映ります。 
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市民活動センター次世代育成事業「次世代育成モデル事業 成果発表会」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民活動センター次世代育成事業「次世代育成モデル事業 成果発表会」 
 

「次世代育成モデル事業」として地域の環境美化活動に取り組む市民グループと子ども会が、

その成果を体験発表します。子どもたちは活動の中で、何を感じ、どんなことを考えたのでし

ょう。子どもたちの生（ナマ）の声に耳を傾けてみましょう！ 

 

■日程  平成２３年３月５日（土）午後１時３０分～３時３０分  

■会場  中部公民館４階大会議室 

■参加費 無料 

■定員  ８０名      

■申込・問合先 小牧市市民活動センター  

☎７４－４０１１ ＦＡＸ７４－４０７０    

 

 

イベントのご案内 

ネットワークニューズレター ｖｏｌ.１４ 

こどもの未来のために 今 おとなができること 

講演＆グループワーク「思いやり社会再生に向けて」 
 

「無関心」には過ごせない次世代の幸せのために、私たちおとなの努めについて考えてみませ

んか。それがどんなに小さなことでも、みんなでやれば、やり続ければ、やがて大きな力とな

るでしょう。この講演会＆グループワークでは、私たちの身の回りで起きていることを見つめ

直し、次世代の幸せのために「何ができるか」を一緒に考えます。 

■ 基調講演 テーマ「思いやり社会再生に向けて」 

   講師 稲場圭信氏（大阪大学大学院准教授） 

      著書：「思いやり格差が日本をダメにする」（ＮＨＫ出版） 

      ＮＰＯ、大学、幼稚園、小学校、寺院、宗教団体などで、思いやり・支えあう 

社会の構築に関する講演多数。 

■日程  平成２３年３月１３日（日）午後１時３０分～４時３０分  

■会場  小牧商工会議所４階大会議室 

■参加費 無料 

■定員  ６０名      

■申込・問合先 こまき市民活動ネットワーク 

☎７４－４０１１ ＦＡＸ７４－４０７０    

 

わたしたちの体験発表を 

聞きにきてね！ 

おとなと子どもの生涯学習のつどい こまなびフェスティバル２０１１ 

市民活動団体とジュニアセミナー受講生による展示・体験・舞台発表など、楽しい催しが盛り

だくさんのイベントです！  

■日時  平成２３年３月１９日（土）午後１時～４時（展示のみ） 

          ３月２０日（日）午前９時４５分～午後４時（舞台・展示・体験） 

■場所  小牧市市民会館・市公民館 

■問合先 こまなびフェスティバル実行委員会 事務局 生涯学習課 ☎７６－１１６６ 
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市民活動団体ガイドブック 2010「６６０のチカラ」完成！ 
市内で活動する６６０の市民活動団体の情報を網羅したガイドブック「ＮＰＯ！ 

６６０のチカラ」が完成しました（市発行）。こまき市民活動ネットワークのガイド 

ブック作成委員会が団体をリサーチし、こまき e‐コミュニティーネットワークの 

協力を得て編集しました。近く、冊子は各掲載団体に送付のほか、市民活動セン 

ター、東部・味岡・北里の各市民センター、西部・南部の各コミュニティセンター、 

都市センターおよび市生活交流課で閲覧が可能になります。 

 

 

今年も大盛況！北海道八雲町のホタテ販売会！  
 ２月２０日（日）、小牧駅前にぎわい広場と桃花台ピアーレＯＵＴＬＥＴ－Ｊ前広場で、北海道八雲町落

部漁協から直送のホタテ販売会を実施しました。小牧市と友好を結ぶ同町のＰＲと交流を目的に、こ

まき市民活動ネットワークが主催して３年目となる催しです。 

両会場には早朝から、ホタテを買い求める市民が長蛇の列 

を作り、にぎわい広場では会場の外にまで溢れる盛況ぶり 

で、約３０分で完売。ピアーレ会場も終了予定の１２時を待つ 

ことなく完売しました。 

当日は、こまき市民活動ネットワークの会員４３名のスタッ 

フのほか市職員も応援に加わり、早朝より準備や販売、また、 

会場整理に当たりました。ご協力いただいたみなさま、あり 

がとうございました！ 

ネットワークHOT ニュース 

 

 ３年間お世話になりました！  

３月末で事務局を去ることになりました。思えば 

最初のころは市民活動のことが分からず、事務局ス 

タッフとして務まるかどうか不安の連続でした。 

 あれから３年。皆様に暖かく時に厳しくご指導い 

ただき、あっという間に月日が流れていきました。 

この間、市民活動を通して貴重な経験を積む中で多 

くのこと学ばせていただきました。本当にありがと 

うございました。 事務局スタッフ 土谷美裕紀 

 

information information 
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                                       TEL：（０５６８）７４－４０１１ FAX：（０５６８）７４－４０７０  

e-mail:info@npo-komaki.net   HP:http://www.npo-komaki.net/ 

 
 
ネットワークニューズレター ｖｏｌ.１４ 

 情報センターギャラリーに 

   作品を展示しませんか？  

情報センター（小牧駅構内）では、趣 

味の作品や、活動紹介などを展示して 

くださる団体を広く募集しています。 

期間など詳しくは事務局 

までお問合せください。 

 

ホタテを買い求める市民でにぎわう駅前会場 

３年間事務局を支えてくれた「ツッチー」こと土谷さん。目標に向かって歩み始めた彼女にエールを送るとともに、心からご苦労さま

でしたと伝えたいです。しかし、ことあるごとに彼女の若い記憶力（！）に頼ってきた私たち事務局スタッフ。彼女が去ったあとも思

わず「ねぇ、ツッチー」と呼んで苦笑いしてしまう、そんな場面がしばらく続きそうです。（ひ） 


